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0健康なからだをつくり，
高い教養を身につける。

あらゆる機会をとらえ，学習にはげむ。
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〆12月末日現在¥
38.759人(住民基本台帳)

、による ノ

男 18，530人前月比 +44
女 20，229人 +46

世帯数 10，669世帯 +33 

面積 240.93平方キロメートノレ

発行大洲市役所

編集企画広報課

市の人口

十

月
足
関

議
会

一一一一-

正』一一-= 
計般

一
一
艦
一
八
千
九
百
五

晴

れ

か

に

や

大
人
の
仲
間
入
り

成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
午
前
九
時

か
ら
市
民
会
館
で
、
第
二
十
九
回
成
人

式
が
晴
れ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
乙

れ
は
教
育
委
員
会
が
、
大
人
に
な
っ
た

と
と
を
自
覚
し
、
白
か
ら
生
き
抜
こ
う

と
す
る
新
し
い
成
人
者
を
祝
い
励
ま
す 一

一
一
方
向

連合婦人会長，青年団長からお祝いの花束を受ける成人者代表

環
境
の
整
備
は
、
市
道
の
改
良
舗
装

下
水
道
の
整
備
、
富
士
山
公
園
の
整
備

な
ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
議
案

八
一
十
号
昭
和
五
+
一
年
度
大
州
市
一

般
会
計
補
正
予
算

八
=
百
万
昭
和
五
十
一
年
度
大
刑
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算

八
四
号
昭
和
五
十
一
年
度
大
洲
市
国

民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算

八
五
男
昭
和
五
十
一
年
度
大
川
市
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

八
六
号
昭
和
五
十
一
年
度
大
州
市
水

道
事
業
会
計
祈
正
予
算

八
七
号
昭
和
五
『
下
一
年
度
大
川
川
市
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算

八
八
号
大
洲
市
公
の
施
設
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

八
九
号
大
刑
市
同
和
地
区
中
小
企
業

符
別
融
資
制
度
資
金
利
子
補
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

九
O
号
大
洲
市
営
住
宅
管
珂
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

九
一
号
大
削
市
災
害
弔
問
問
金
の
支
給

お
よ
び
災
害
祷
護
資
金
の
貸
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

九
二
号
昭
和
五
+
年
度
大
洲
市
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

九
三
号
字
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る

乙
と
に
つ
い
て

九
四
号
市
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

入

所

者

受

付
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906，866 

完
成
近
い
希
望
ケ
丘
荘

社
会
福
祉
法
人
、
烹
受
会
(
加
一
戸
弘

二
理
事
長
)
に
よ
っ
て
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
希
望

ケ
丘
荘
が
近
く
完
成
し
、
四
月
一
日
か

ら
開
設
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
寓
士

山
の
東
山
ろ
く
(
菅
田
町
菅
田
上
野
)

の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
に
建
設
さ

れ
、
破
地
問
積
一
万
一
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
床
間
積
一
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル

入
所
定
員
は
約
豆
半
人
と
な
っ
て
い
ま

す。
入
所
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て
六

半
五
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
ま
た
は
精

神
上
に
い
ち
じ
る
レ
い
欠
陥
が
あ
り
、

た
え
ず
介
護
(
助
)
が
必
要
で
あ
る
が

今
の
住
ま
い
で
は
、
そ
の
介
護
を
受
け

る
こ
と
が
悶
難
な
人
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
希
担
一
一
ケ
尺
荘
は
、
行
き
と
ど
い

た
職
員
の
お
世
話
の
も
と
で
、
入
所
さ

れ
た
老
人
が
心
身
と
も
に
安
ら
か
に
、

「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
少
し
で

も
希
裂
の
も
て
る
余
生
を
送
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
明
る
い
部
屋
で
静
か
に

一
ア
レ
ピ
を
見
た
り
、
希
望
に
よ
っ
て
は

花
づ
く
り
や
野
菜
づ
く
り
な
ど
も
で
き

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
史
す
。

入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
近
く
の

民
生
委
員
さ
ん
、
ま
た
は
、
老
人
相
談

員
さ
ん
に
相
談
さ
れ
る
か
、
福
祉
事
務

所
へ
お
申
し
い
で
く
だ
さ
い
。

(
電
話
四

1
一
一
一
一
一
内
線
二
四
六
援

護
係
)

7，803，477 

努
(

媛

県

指

定

史

跡

川
田
雄
琴
一
家
の
墓

墓

所
在
地

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
半
ジ
ョ
ッ
ク
を
境
に
、
高
度
経
済
成
長
か
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

五
回
開
会
、
十
一
日
間
の
会
期
で
、
老
ら
一
転
し
て
不
況
に
、
そ
し
て
侭
成
長
そ
の
お
も
な
も
の
と
レ
て

人
医
療
費
や
、
同
和
対
策
事
業
工
事
請
へ
と
、
ま
さ
に
時
動
の
時
仲
円
で
あ
っ
た
農
林
業
の
振
興
対
策
で
は
、
農
業
の

負
費
、
台
風
ー
で
七
号
に
よ
る
災
室
町
復
旧
と
思
い
ま
す
。
発
展
は
土
地
基
盤
の
整
備
と
、
経
常
基

対
策
費
な
ど
、
二
憶
八
千
九
百
五
十
=
一
か
つ
て
、
+
年
前
に
本
市
の
理
想
像
盤
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、
高
能
率
集

万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
市
営
住
を
拍
き
ま
し
た
総
合
開
発
計
画
に
そ
っ
間
的
生
産
組
織
活
動
の
強
化
、
経
営
健

宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
二
十
て
、
市
民
生
活
問
問
先
の
都
市
づ
く
り
を
全
化
対
策
を
進
め
、
麦
、
な
た
ね
、
大

四
議
案
を
慎
重
審
議
、
原
案
ど
お
り
可
進
め
、
基
盤
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
と
一
日
な
ど
水
田
一
呉
作
対
策
の
ほ
か
、
桑
、

決
し
て
十
二
月
二
十
五
日
開
会
レ
ま
し
と
は
、
市
議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
園
芸
作
物
対
策
に
も
力
を
注
い
で
ま
い

た

。

ん

か

ら

格

別

の

ご

支

援

、

と

協

力

を

い

り

ま

す

。

市
長
の
議
案
説
明
の
概
要
、
可
決
さ
た
だ
い
た
お
か
げ
だ
と
感
謝
致
レ
て
お
一
方
、
林
業
振
興
で
は
、
林
地
崩
壊

れ

た

お

も

な

議

案

は

次

の

と

お

り

で

り

ま

す

。

防

止

対

策

事

業

、

林

道

の

整

備

、

し

い

す

。

市

政

の

進

展

の

た

め

に

補

正

予

算

、

た

け

生

産

抱

設

の

整

備

な

ど

を

一

一

層

進

議

案

説

明

そ

の

他

の

議

笑

を

提

案

い

た

し

ま

す

の

め

て

ま

い

り

ま

す

。

今
議
会
は
、
私
が
市
政
を
相
当
い
た
で
ご
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
。
福
祉
の
充
実
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育

し
ま
し
て
三
期
+
ご
年
間
の
最
後
の
定
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
本
年
度
計
成
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
充
実
、
保
育

例
会
で
あ
り
ま
す
。
臨
事
業
の
う
ち
財
源
の
確
保
、
見
通
し
所
の
整
備
、
身
体
障
害
者
福
祉
、
同
和

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
と
の
閣
の
が
つ
い
た
事
業
費
、
台
風
十
七
時
に
よ
対
策
事
業
な
ど
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い

社
会
情
勢
は
、
四
+
八
年
の
あ
の
石
油
る
災
害
復
旧
対
策
費
、
そ
の
他
義
務
的
り
ま
す
。

た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

式
典
は
、
約
二
一
百
人
の
成
人
と
来
賓

多
数
か
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
山
教
育
委
員
長
の
式
辞
の
あ
と
、

優
良
成
人
者
表
彰
と
し
て
谷
間
み
ど
り

さ
ん
(
新
谷
)
州
安
賞
、
成
人
者
会
員

に
記
念
品
の
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
が
あ

り
、
そ
の
あ
と
井
上
隆
志
君
(
平
野
町

)
が
、
先
輩
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て

位
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
励
み
ま
す
と

答
申
貯
を
述
べ
ま
し
た
一
。

続
い
て
、
矢
野
川
利
君
(
八
多
喜
町

)
菊
池
久
美
子
さ
ん
(
南
久
米
)
が
意

見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
錦
壮
な
臥
竜
太
慌
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
記
念
撮
影
の
あ

と
希
望
に
む
ね
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら

散
会
レ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
者
は
、
昭
和
一
二
十
一
年

生
ま
れ
の
市
内
在
住
者
で
四
百
六
人
が

晴
れ
て
大
人
の
仰
問
入
り
を
し
ま
し
た

成
人
者
は
、
社
会
人
と
レ
て
選
挙
権

な
ど
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に

義
務
と
責
任
が
生
じ
ま
す
。
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
そ

の
一
つ
で
す
。

い
よ
い
よ
大
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
幸
多
い
人
生
と
、
豊
か
な
郷
土

づ
く
り
の
た
め
に
さ
ら
に
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

の

川
田
雄
替
は
名
を
資
深
と
い
い
、
生

ま
れ
は
江
戸
で
、
三
輪
執
斎
に
つ
い
て

陽
明
学
を
修
め
、
車
保
ム
ド
七
年
師
執
斎

が
大
洲
藩
主
加
藤
泰
湿
に
招
へ
い
さ
れ

た
時
、
師
の
推
挙
に
よ
っ
て
大
刑
務
に

仕
え
た
ロ

雄
容
は
大
洲
に
学
校
設
立
の
必
要
を

知
り
、
藩
学
止
善
書
院
明
倫
蛍
の
創
建

に
成
四
し
た
a

ま
た
彼
は
務
内
を
巡
回

し
て
孝
子
貞
婦
の
表
彰
に
力
を
尽
し
、

宝
胎
+
年
十
一
月
、
七
+
七
歳
で
没
し

た
。
大
正
四
年
文
績
を
追
賞
し
て
正
宜
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大
洲
市
柏
木

興

禅

位
を
贈
ら
れ
た
。

雄
替
の
嫡
子
資
習
は
為
黙
と
骨
し
、

宝
麿
元
年
に
家
督
を
相
続
し
、
大
洲
務

の
教
職
に
あ
る
と
と
一
一
+
八
年
、
為
総

の
長
子
資
始
つ
い
で
四
年
、
後
を
受
け

た
次
子
資
敬
は
紫
淵
と
号
し
、
育
英
に

た
ず
さ
わ
り
寛
政
九
年
そ
の
職
を
免
ぜ

ら
れ
る
ま
で
十
四
年
に
及
ん
だ
ロ
援
琴

以
来
三
代
に
わ
た
っ
て
六
+
六
年
の
聞

大
洲
務
教
学
の
振
興
に
尽
し
た
川
回
家

の
功
績
は
多
大
で
あ
る
。

ん
に
は
、
予
測
で
き
な
い
障
害
を
与
え

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

母
親
が
う
っ
か
り
飲
ん
だ
鎮
静
剤
で

子
供
の
手
足
の
発
育
を
阻
止
し
て
し
ま

っ
た
サ
リ
J
p
r
マ
イ
ド
児
が
そ
の
例
で
す

と
く
に
薬
の
影
響
を
受
け
や
す
い
妊

娠
初
期
に
は
、
よ
く
注
意
し
て
、
素
人

判
断
で
み
だ
り
に
売
薬
を
飲
む
の
は
厳

に
慎
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ロ

と
い
っ
て
、
ど
ん
な
薬
で
も
赤
ち
ゃ

ん
に
悪
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
ロ
な
か
に
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け

す
す
め
ら
れ
た
薬
で
さ
え
、
飲
ま
な
い

と
い
う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
神

経
質
す
ぎ
ま
す
。

薬
は
す
べ
て
医
師
の
指
示
で
服
用
す

る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

市
開
問
間
関
税
の
申
告
は
正
し
く

昭
和
五
十
二
年
度
分
市
県
民
税
の
申

告
期
限
が
近
づ
き
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
市
が
皆
さ
ん
の
税
金

(
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
)
を

計
算
す
る
と
き
の
重
要
な
資
料
と
な
る

も
の
で
す
。

一
ニ
月
十
豆
日
ま
で
に
申
告
を
し
な
か

っ
た
り
、
申
告
書
に
必
要
事
項
の
記
載

も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
す
と
、
諸
控
除
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
誤
っ
た

納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
書
は
正
し
く
記
載
し
て

必
ず
申
告
い
た
レ
ま
し
ょ
う
。

「
申
告
が
必
要
な
人
」

て
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
現
在
大

開
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

二
、
昭
和
五
半
一
年
中
(
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
)
に
各
種

所
得
金
額
が
あ
る
入
。

三
、
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得

金
額
(
農
業
、
営
業
、
事
業
、

7
4
動

産
な
ど
)
が
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
あ

る
人
。

「
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
」

て
給
与
の
み
の
所
得
で
事
業
所
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た

人。
二
、
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
人
。

二
一
、
す
で
に
申
告
相
談
を
す
ま
さ
れ
た

人。今
年
も
公
平
な
税
務
行
政
を
行
う
た

め
二
月
三
日
よ
り
申
告
義
務
者
に
菌
援

文
書
で
案
内
状
を
送
り
、
申
告
相
談
で

直
接
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
、
申
告
義
務
者
全

員
と
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申

告
相
談
通
知
が
い
か
な
い
人
は
、
申
告

書
を
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
送
り
ま
す
の

で
期
限
の
「
一
一
一
月
十
五
日
」
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
不
明
な
点
」
や
「
お
た
ず

ね
に
な
り
た
い
こ
と
」
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
自
主
申
告
指
導
日
を
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
入
な
ど
に
よ
り
申
告
書
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
市
税
務
課

ま
た
は
、
各
連
絡
所
に
申
間
用
紙
が
あ

り
ま
ず
か
ら
受
け
取
り
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
税
務
課
へ
。

(
電
話
四

1
一
一
一
一
一

内
線
一
一
一
七
)

母

子

保

健

シ

リ

ー

ズ

問

妊

娠

と

薬

日
本
人
は
悶
界
一
、
薬
の
好
き
な
国

民
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

需
と
薬
は
紙
一
重
、
と
も
い
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
薬
も
使
い
よ
う
に
よ

っ
て
は
、
多
分
に
危
険
を
伴
う
も
の
で

す。
大
人
で
さ
え
、
む
や
み
に
薬
を
飲
ん

だ
た
め
に
、
薬
の
副
作
用
に
よ
っ
て
、

も
と
の
病
気
以
上
に
苦
し
む
と
と
が

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
お
な
か
の
赤
ち
ゃ

国

民

年

金

国
民
年
金
の
保
険
料
が

四
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す

昨
年
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
、
年
金

月
額
が
大
幅
に
増
額
(
例
え
ば
老
齢
年

金
四
十
年
納
付
で
は
さ
二
、

0
0
0円

が
五
二
、

0
0
0円
に
)
さ
れ
た
ζ
と

に
伴
い
、
国
民
年
金
の
保
険
料
が
今
年

の
四
月
か
ら
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
期
限
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
月
額
一
、
四

O
O円
が
、

四
月
か
ら
こ
、
二

O
O円
に
な
り
ま

す。

寺

付
加
保
険
料
は
、
四
O
O円
す
え
置

き
で
す
。国
民
年
金
保
険
料
の
徴

収
方
式
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
徴
収
が
四
月
か

ら
納
付
通
知
書
方
式
に
な
り
ま
す
。
(

税
金
と
同
じ
扱
い
)

納
付
し
て
い
た
だ
く
と
、
個
人
別
に

領
収
書
を
お
渡
レ
し
ま
す
か
ら
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

-
月
初
日

2
月
6
日
目
白
川
日
m
E
 

U
E
 

診
療
時
間

中
央
病
院
④

4
5
5
1

8
時
半

t
げ
時

相
談
ご
と
案
内

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
行
い
ま
す

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談
日

と

き

2
月
刊
目
印
時

i
m時

2
月
幻
日

H
H

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

人
権
相
勲
日

と

き

2
月
別
日
目
時

t
M時

と
と
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

、
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

2
月
1
日

日

時

t
m時

ゆ
日

F

幻
自

P

お
日

M
H

と
こ
ろ
旧
大
山
山
門
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

家
庭
児
童
相
談
日

と
き
毎
回
、

8
時
半

t
げ
時

た
だ
し
、
土
隠
日
は
口
時

ま
で
、
日
曜
日
、
杓
目
は

休
み
ま
す
。

と
と
ろ
福
祉
事
務
所

行
政
相
談
日

と
き
毎
日
、

9
時

t
同
時

た
だ
し
、
月
間
日
は
休
み

ま
す
。

と
と
ろ
市
民
会
館

不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

問

時

I
日
時

と
と
ろ
宅
泡
建
物
取
引
業
協
会

大
州
支
部
(
大
別
市
若
宮

愛
媛
相
互
銀
行
大
洲
支
庖

横
)
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手
づ
く
り
の

?tr 
二亙二

大
別
小
学
校
で
は
、
一
月
十
一
日
午

後
二
時
か
ら
、
冬
休
み
中
に
児
童
た
ち

が
家
庭
で
作
っ
た
た
こ
を
、
肱
南
グ
一
フ

司
克
己
』

、
目
B
j
u
 

つ

。争品

ウ
ッ
ド
付
近
の
肱
川
河
原
に
持
ち
寄
っ

て
、
全
校
児
童
が
た
こ
あ
げ
を
し
て
楽

し
み
ま
レ
た
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

(2) 

み
ん
な
で
取
り
組
む
開
和
教
育

前
号
で
同
和
と
い
う
こ
と
ば
の
由
来

ゃ
、
同
和
問
題
の
内
容
に
つ
い
て
、
述

べ
て
き
ま
レ
た
が
、
今
回
は
同
和
教
育

早
わ
か
り
の
う
ち
次
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

O
同
和
問
題
で
指
描
さ
れ
て
い

る
差
別
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か

こ
こ
で
い
う
差
別
と
い
う
の
は
、
経

済
的
・
社
会
的
@
文
化
的
に
低
伎
に
あ

る
生
活
状
態
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た

り
、
市
民
的
な
権
利
(
就
職
、
教
育
の

機
会
均
等
な
ど
)
や
自
由
(
居
住
や
移

転
、
交
際
、
結
婚
な
ど
)
を
は
ば
ん
だ

り
す
る
社
会
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、

「
実
態
的
差
別
」
と
、
非
合
理
な
迷
信

や
一
偏
見
、
嫌
悪
の
感
情
で
、
人
を
侮
ベ

つ
し
た
り
、
交
際
を
拒
ん
だ
り
、
婚
約

を
破
棄
す
る
な
ど
の
言
動
に
現
れ
る

も
の
、
す
な
わ
ち
「
必
理
的
再
別
」
で

す。
明
治
以
来
、
社
会
的
な
実
態
的
差
別

が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
た
め
に
、
心
理

的
差
別
と
悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
芳
別

の
解
消
が
で
き
な
か
っ
た
と
と
は
明
白

で
す
。
そ
の
た
め
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
が
十
年
間
の
時
限
立
法
で
昭
和

四
十
四
年
に
施
行
さ
れ
た
の
で
す
。

。
同
和
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か

教
育
は
大
き
く
わ
け
る
と
学
校
教
育

と
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
で
す
が
、
同

和
教
育
は
、
同
和
問
題
を
解
消
レ
、
真 Il~;川河原で手つ、くりのたこをあげる児童たち

同
校
で
は
、
昭
和
田
+
八
年
か
ら
た

こ
あ
げ
大
会
を
実
抱
レ
て
お
り
今
年
は

五
回
目
。
た
こ
あ
げ
は
、
古
く
か
ら
伝

わ
る
正
月
の
子
供
た
ち
の
遊
び
の
一
つ

で
す
。同
校
で
は
、
二
学
期
の
終
わ
り
に
三

年
生
以
上
の
約
四
百
人
の
児
童
に
、
た

と
作
り
の
説
明
書
を
配
り
、
冬
休
み
中

に
児
童
と
家
族
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

考
え
て
た
こ
を
作
り
、
と
の
た
乙
作
り

を
通
じ
て
家
族
と
の
必
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
て
い
く
こ
と
も
趣
旨
の
一
つ
で
す

成
人
病
シ
リ
ー
ズ

持
ち
寄
っ
た
た
と
は
、
大
き
な
も
の

は
児
童
の
背
丈
ほ
ど
の
も
の
か
ら
飛
行

機
だ
こ
、
立
体
だ
と
、
超
ミ
ニ
だ
こ
、

え
と
に
ち
な
ん
で
巳
の
絵
や
字
を
奮
い

た
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
レ
た
が

み
な
立
派
な
作
品
で
し
た
。

河
原
に
集
っ
た
児
童
た
ち
は
、
先
生

か
ら
た
こ
の
形
ゃ
、
特
徴
な
ど
の
説
明

を
聞
い
た
あ
と
、
た
と
あ
げ
を
は
い
め

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
風
が
弱
く
大

き
な
た
こ
は
あ
げ
る
の
に
曹
労
し
て
い

ま
し
た
が
、
少
し
の
風
で
も
よ
く
あ
が

る
ビ
ニ
ー
ル
だ
と
や
、
風
が
吹
く
の
を

待
っ
た
り
、
走
っ
た
り
レ
て
空
高
く
舞

い
あ
が
る
た
乙
に
見
学
組
の
一
、
一
一
年

生
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
歓
声
を
あ
げ

な
が
ら
約
一
時
間
た
こ
あ
げ
を
楽
レ
み

ま
し
た
。

(9) 

脳
卒
中
@
心
臓
臓
発
作
の
誘
閣
は

脳
卒
中
や
狭
必
症
、
心
筋
乙
う
そ
く

な
ど
の
発
作
は
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化

と
い
う
土
台
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
何
か

の
き
っ
か
け
が
加
わ
っ
た
場
合
に
起
こ

り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
日

常
生
活
、
食
生
活
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

①
心
配
や
興
醤
な
ど
精
神
的
察
張

②
寒
さ
な
ど
急
激
な
潟
度
の
変
化
の
中

に
体
を
さ
ら
す
こ
と

③
睡
眠
不
足
や
過
労
、
急
激
な
運
動

④
太
り
過
ぎ

⑤
塩
分
の
と
り
過
ぎ

⑤
動
物
性
脂
肪
の
と
り
過
き

の
民
主
主
義
を
実
現
す
る
た
め
の
全
国

民
を
対
象
と
し
た
教
育
で
す
。

教
育
の
力
の
偉
大
さ
は
戦
前
戦
中
の

教
育
を
見
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

同
和
問
題
を
解
消
す
る
の
は
最
終
的

に
は
教
育
の
力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
す

過
去
の
誤
っ
た
教
育
が
同
和
問
題
を

今
日
ま
で
残
レ
て
来
た
と
い
え
る
か
ら

で
す
ロ
そ
の
た
め
今
日
で
は
義
務
教
育

の
場
で
教
科
書
に
同
和
問
題
が
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
霞
史
を
正
し
く
教
え
る

こ
と
に
あ
り
、
部
落
の
起
源
や
解
放
運

動
、
人
権
確
立
の
庭
史
が
扱
わ
れ
、
二

つ
め
は
現
実
の
社
会
を
正
し
く
見
つ
め

る
公
民
的
分
野
で
、
人
権
問
題
が
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑦
酒
、
た
ば
こ
の
の
み
過
ぎ

。
日
常
生
活
で
の
注
意

①
休
養
と
睡
眠

夜
ふ
か
し
ゃ
寝
不
足
を
し
な
い
よ

う
に
レ
過
労
を
さ
け
る
。

②
労
働精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
無
理
の

な
い
程
度
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
努

め
る
。

③
運
動
と
気
分
転
換

適
度
の
軽
い
運
動
、
適
当
な
趣
味

な
ど
で
気
分
転
換
を
は
か
り
イ
ラ
イ

ラ
を
さ
け
る
。

④
保
出
佃冬
は
で
き
る
だ
け
部
屋
を
陵
か
く

し
、
外
出
の
際
に
は
急
に
寒
冷
に
さ

ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
温
に
注
意
す

る。
過
威信
人は
病禁
iま物
早

~i 
)を

所
得
税
の
確
定
申
告

昭
和
五
十
一
年
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
二
月
半
六
日
か
ら
受
付
が
は
じ
ま

り
、
一
一
一
月
半
五
日
が
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。所
得
税
と
は
、
個
人
が
一
年
間
に
得

た
所
得
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で
す
。

川
商
売
を
し
て
い
る
人
ゃ
、
家
賃
や
地

代
の
収
入
の
あ
る
人
な
ど
で
、
昨
年

の
所
得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者
控
除

や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合

計
額
よ
り
多
い
人
。

川
サ
一
ブ
リ
J1
マ
ン
で
、
給
与
以
外
の
所

得
が
二
半
万
円
を
超
え
た
り
、
給
与

の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
な
ど

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
所

得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま

す。
⑤
入
浴長
時
間
の
入
浴
、
熱
い
風
呂
は
さ

け
る
。

⑤
し
好
品
た
ば
と
は
心
臓
の
惑
い
人
に
は
よ

く
な
い
の
で
、
で
き
れ
ば
や
め
る
方

が
よ
い
よ
う
で
す
。
酒
は
少
量
を
ゆ

っ
く
り
飲
む
の
は
恵
く
な
い
。

。
食
生
活
で
の
注
意

①
太
り
過
ぎ
を
防
ぐ

②
腹
八
分
目

腹
八
分
目
に
と
ど
め
る
こ
と
が
心

臓
の
負
担
を
軽
く
し
ま
す
。

③
植
物
油
を
と
る

④
あ
ぶ
ら
身
は
少
な
め
に

魚
ゃ
、
あ
ぶ
ら
身
の
少
な
い
肉
を

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
良
質
の
た
ん
ぱ

く
質
が
得
ら
れ
る
。

⑤
温
分
は
少
な
め
に

一
般
に
日
本
人
の
食
生
活
は
、
塩

申
告
書
は
税
務
署
か
ら
「
申
告
書
の

書
き
方
」
や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
送
ら
れ
て
き
ま
す

が
、
申
告
書
が
送
ら
れ
て
と
な
い
人
で

も
、
先
に
述
べ
た
一
定
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
人
は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い

サ一フ

D
1マ
シ
で
も
、
院
療
費
控
除
や

住
宅
取
得
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

は
確
定
申
告
を
し
て
税
金
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
、
わ
か
ら

な
い
点
や
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

と
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
大

洲
税
務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

分
の
と
り
過
ぎ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
心
臓
病
の
た
め
む
く
み
の
あ
る
人

は
、
塩
分
を
多
く
と
る
と
む
く
み
が

ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
香
辛
料
や
そ
mL他
の
刺
激

物
は
制
限
し
た
方
が
よ
い
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま

自
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に協役 ※おを刀日簡ら「ーらー芹日も J子会。~?;-園。

信号望は長i君主昔話REEZF-zz言言語
険てよい 動。て」新計く、十五1年昭万五議芸一'--"'.=， 

のう に
交入努 よ乙

Z夏き 吏生援護施設 ζ畠
受格更 県設
け者生 町 一戸け 唱土s と告 がbミ
ナこー施 A 開 T t.:官 長義 謹玉 川
↓.雪虫 ノ¥. 971 :::!I.:. 苔チ フ¥':: ら身

主身宅 ' E量
歳体す
以濁。目刀会行生要るるとに今み服のら:6を不審
上寓 長適つ活なたよと参援やし障進戸斤収自著
の圭 す応て J旨ilJllめうが刀日浜かて害ん者容白福
ス手 る性、導練、にです活に、をでがし平社
で帳 よを社をと必ずきる動社す克そ白、人法

と
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
レ
た
。

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
)

凹
千
五
百
五
円
(
年
末
た
す
け
あ
い
募

金
)

商
大
山
川
札
場
旭
区
代
表
丸
山
繁
華

二
一
百
八
十
円
(
拾
得
金
満
期
)

柚

木

奥

田

稔

一
石
二
千
八
百
十
二
円
(
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ッ
ク
販
売
)

愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
庖
一
同

を
お
す
す
め
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

簡
易
保
険
は
、
皆
さ
ん
の
く
ら
し
に

と
け
乙
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
や
事

故
、
お
子
さ
ん
の
教
育
、
老
後
の
生
活

に
対
す
る
準
備
資
金
と
し
て
、
明
る
い

く
ら
レ
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
な
が

ら
堅
実
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
保
険
金
や
配
当
金
と
し

て
お
支
払
い
す
る
ま
で
の
閥
、
お
あ
ず

か
り
し
て
い
る
資
金
は
、
八
兆
円
に
達

し
、
学
校
・
住
宅
@
道
路
の
建
認
な
ど

豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
役
立

っ
て
お
り
ま
す
。

ご
要
望
に
こ
た
え
る
簡
易
保
険
は
、

二
十
八
種
類
、
郵
便
局
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
と
家
庭
の
生
活
設
計
に
あ
わ
せ
て
、

お
選
び
い
た
だ
く
た
め
全
芦
訪
問
運
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
格
別
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

大
洲
市
内
郵
便
局

精
神
障
害
、
ま
た
は
伝
染
病
に
か
か
っ

て
い
な
い
人
で
す
。

施
設
名

O
愛
媛
県
身
体
障
害
者
更
生
指
導
所

職
業
訓
練
科
目

e

s

電
気
、
時
計
の

修
理
、
洋
服
、
編
み
物
、
洋
裁
、
タ
イ

プO
愛
媛
県
盲
人
福
祉
セ
ッ
タ
ー

職
業
指
導
訓
練
科
目
あ
ん
ま
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧

O
震
県
ろ
う
あ
福
祉
セ
シ
タ
l

指
導
科
目
‘
木
工
、
津
裁

O
愛
媛
県
内
部
障
害
者
更
生
指
導
所

職
業
訓
練
科
目
電
気
関
係
、
洋

裁
、
編
み
物

入
所
期
間

:
a
一
年
ま
た
は
二
年

入

所

時

期

四

月

入
所
手
続
き
・
・
入
所
希
望
者
は
、

二
月
二
十
日
ま
で
に
福
祉
事
終
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電

話

凹

1
一
一
一
一
一
内
線

二
四
六
身
体
障
害
係

一
千
五
百
円
(
拾
得
金
の
謝
礼
)

徳
森
森
居
テ
ル
子

二
万
一
一
十
百
二
十
五
円
(
年
末
た
す
け

あ
い
募
金
)

新
谷
保
育
所
保
護
者
会
新
谷
地
区
母

親
ク
一
ブ
フ
代
表
野
崎
志
げ
子

十
三
万
五
千
円
(
年
末
チ
ャ
刀
テ
ィ

1

パ
サ
!
の
収
益
金
)

愛
媛
青
年
社
会
建
設
隊
南
予
支
部
大

洲
喜
多
ブ
ロ
ッ
ク
長
向
井
憲
司

一
万
円
(
お
か
げ
様
運
動
)

平
野
町
平
地
大
安
寺
花
園
会

六

百

二

十

一

円

匿

名

金

一

封

稲

積

宮

田

道

春

金
一
封
(
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
)

市
内
の
老
人

菅
田
町
菅
回
大
久
芳
忠

柏

木

松

井

豊

松

井

収

五
十
足
(
大
判
学
園

金
一
封

金
一
封

手
編
み
く
つ
下
へ)菅
田
町
韓
国
田
村
上
邦
江

白
黒
テ
レ
ビ
一
台
(
大
洲
育
成
園

へ)

中
村
白
石
一
男

お

詑

び

前
号
、
ま
ご
こ
ろ
銀
行
預
託
者
氏
名

中
、
大
洲
市
八
多
喜
町
大
堂
大
次
郎
と

あ
る
の
は
石
堂
大
次
良
氏
の
閣
違
い
で

し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

防
災
対
策

ア
レ
ピ
に
よ
る

キ
ャ

ン
ペ

l
ン

あ
な
た
の
家
庭
の
防
災
対
策
は
万
全

で
す
か
。
災
害
に
備
え
て
次
の
と
お
り

テ
レ
ピ
に
よ
る
防
災
対
策
キ
ャ
シ
ベ

1

ン
を
し
て
い
ま
す
@

家
庭
ゃ
、
職
場
に
お
け
る
防
災
対
策

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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放送局など

第3日曜日

昭
和
五
十
二
年
度

固
定
資
産
課
税

台
帳
を
縦
覧

昭
和
五
十
二
年
度
分
の
固
定
資
産
評

価
格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
に
供

し
ま
ず
か
ら
、
関
係
納
税
者
は
閲
覧
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
五
十
一
年
中
に
土
地
家

属
な
ど
の
移
動
が
あ
っ
た
人
は
、
是
非

こ
の
期
間
に
と
覧
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

三
月
一
日
か
ら
=
一
月
二
十
二
日
ま

で
縦
覧
場
所

旧
大
洲
町
の
人
は
市
役
所
税
務
課

連
絡
所
管
内
の
人
は
各
連
絡
所

そ
の
ほ
か
詳
し
い
乙
と
は
税
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
(
電
話
回

1
一
一
一
一
一
内
線
一
一
一
五
)

岡
岡
附
附
wh

新
刊
図
書
案
内

愛
と
同
じ
く
ら
い
孤
独

F
-
サ
ガ
シ

大
仏
次
郎
時
代
小
説
全
集

愛
と
憎
し
み
の
宴
上
・
下
問
木
慎
一
郎

ゆ
か
い
な
ヘ
ン
リ

1
く
ん

UVJDlズ

会

8
巻

ユ
ダ
ヤ
商
法
藤
岡
田

他
波
正
太
郎
作
品
集

水
上
勉
全
集

地
方
史
マ
ニ
ュ
ア
ル
全

ω巻

長
安
か
ら
北
京
へ
司
馬
遼
太
郎

滝
平
二
郎
き
り
え
画
集

だ
め
の
子
日
記
光
台
智
加
校

子
ど
も
を
知
ら
な
い
貌
た
ち
阿
部
進

大
統
領
の
陰
謀
常
磐
新
平
訳

も
う
ひ
と
つ
の
青
春
安
岡
章
太
郎

黄
昏
夫
人
佐
藤
愛
子

私
の
茶
道
入
門
黛
敏
郎

ガ
シ
と
否
の
タ
ネ
武
谷
祐
一
一
一
訳

2月20日
奉仕の日

家族やグループでできる奉仕をし

ましょう

家庭の日

家庭や地域で自分の役割を果たし

ましょう

県民たすけあい総参加運動 ! 
大洲市推進協議会 i 

大洲市青少年問題協議会 i 


